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ニッポンの幼児教育は、
どう変わるのか？
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「認定こども園教育・保育要領」
改訂の方向とポイント

白梅学園大学学長　汐見稔幸 /　白梅学園大学教授　無藤 隆 /　　
玉川大学大学院教育学研究科教授　大豆生田啓友　　
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子どものよりよい育ちをともに考える
ベネッセの情報誌
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全国の園長先生に無料で年２回お届けしています

http://berd.benesse.jp/

園での経験と幼児の成長に関する調査データ

Webアンケートに
ご協力ください。
詳しくはP.1をご覧ください。

表紙／裏表紙　
福岡県　●　きらきら星幼稚園

『　　　　　　　』刊行に寄せて
ベネッセは、日本の幼児教育・保育環境の充実を目指し、幼児教育・保育を担うかた

に向けて、「保育の質」の向上に役立つ情報をお届けします。幅広い学問領域の研究

や調査データをもとに、先生がたの思いに寄り添いながら、よりよい子どもの育ちにつ

いてともに考えていきます。
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ニッポンの幼児教育は、どう変わるのか？
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「認定こども園教育・保育要領」
改訂の方向とポイント
座談会

新しい子ども観のもと、幼児教育はどこに向かうのか
白梅学園大学学長　汐見稔幸
白梅学園大学教授　無藤 隆
ベネッセ教育総合研究所顧問　磯部頼子

保育所保育指針はどう変わる？
幼稚園教育要領はどう変わる？
Q&A

改訂の方向性を踏まえて具体的な実践に結びつけるためには？
玉川大学大学院教育学研究科教授　大豆生田啓友

園長はこう考える

改訂（改定）のポイントから考える　これからのニッポンの幼児教育
明徳土気保育園（千葉県・私立）　園長　北村都美子
きらきら星幼稚園（福岡県・私立）　園長　黒田秀樹
あいじつ子ども園（東京都・公立）　園長　渡邊郁美
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データから見る幼児教育

園での経験と幼児の成長に関する調査
17

「これからの幼児教育」ウェブサイトでは
全ての記事を無料でダウンロードできます
◎過去１年間の特集テーマ
２０１6年　夏号　幼児の非認知能力を育てる保育者を、どう育成する？
２０１6年　春号　保育の質の向上につながる保護者との関係のあり方を考える
２０１５年　夏号　子どもの未来につながる力を幼児期から育む
※本誌は最新号、バックナンバー等の追加発送は行っておりません。

http://berd.benesse.jp/magazine/en/ latest /	または　ベネッセ　これからの幼児教育　で 検索

※ここでご紹介した内容、デザインなどは変更になる場合があります。

「これからの幼児教育」 2017 年春号 
編集発行人／岡田晴奈　発行所／（株）ベネッセコーポレーション　印刷製本／凸版印刷（株）　編集協力／（有）ペンダコ 　執筆協力／二宮良太　
撮影協力／ヤマグチイッキ　イラスト協力／アサヌマリカ 
◎お問い合わせ先／「これからの幼児教育」お問い合わせ窓口　〒163-0411 東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビルディング14F 　
0120-926-610（通話料無料） 受付時間：9:00 ～ 18:00（土日・祝日・年末年始除く） 
※番号をよくお確かめのうえ、おかけください。 ※上記番号に接続できない通信機器・回線の場合は、086-214-6301 へおかけください（ただし通話料がかかります）。 
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幼稚園教育要領と保育所保育指針、認定こども園教育・保育要

領が、足並みをそろえ 2017年３月に告示され、2018 年 4

月から施行されます。子ども・子育て支援新制度のもと、画期

的な改訂でもあります。

今号では、まず改訂に関わった無藤隆先生、汐見稔幸先生から、

改訂に込められた思いと改訂のポイントをお話しいただき、次

に現場の園長先生がたにどう受け止めどう生かしていくかにつ

いて、現時点でのお考えをうかがいました。さらに理解を深め

たい部分はQ&Aの形で、幼稚園教諭の経験もある大豆生田啓

友先生からアドバイスを頂戴しています。

日本の幼児教育にとって新たなステージの始まりでもあるこの

春、小学校へ巣立つ子どもたちや、新たに迎え入れる子どもた

ちの将来に思いをはせながら、告示された幼稚園教育要領や保

育所保育指針、認定こども園教育・保育要領とともに、この冊

子にお目通しいただき、お役立ていただければ幸いです。

『これからの幼児教育』編集長　荒川悦子

Webアンケートにてご意見・ご感想を募集しています。詳しくはＨＰ
をご覧ください。
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ベネッセ　これからの幼児教育　園向け 検索



磯部　初めに今回の改訂の背景にあ
る考え方をご説明ください。
無藤　前回の改訂から８年がたち、
日本や世界の状況、予測される未来
を踏まえ、これからの社会で子ども
が主体的に生きていくために必要な
力を検討し、その内容を土台として
改訂に向けた議論を進めています。
　改訂の方向性として、子ども・子
育て支援新制度のもと、幼稚園、保
育所、認定こども園が並立する状況
下で、保育や教育の中身が異なるこ
とへの対応も見据えています。画一
化を目指しているわけではありませ
んが、どの園を選んでも、しっかり

とした幼児教育を受けられるよう
に、最低限、守りたい骨格を明確に
する方向で進めています。
汐見　幼児教育に限らず、初等・中
等・高等教育にも言えますが、教育
を 21 世紀バージョンに衣替えする
ことが、現在の世界的な課題となっ
ています。特に幼児教育は、ヨーロッ
パを中心にいわゆる非認知能力の研
究が各国で進んでいます。多額の予
算を注ぎ込み、専門性を高めていく
動きもありますから、日本もそうし
た国々に遅れを取ることなく、時代
に合った幼児教育を追求しなければ
なりません。
　21 世紀に求められる幼児教育の
キーワードは「学び」であり、子ど
も主体の遊びや活動を通して自ら学

新しい子ども観のもと、
幼児教育はどこに向かうのか

今回の改訂の背景には、社会がめまぐるしく変化する中で、主体的に生きていく力を
子どもたちに育む必要性がこれまで以上に高まっていることが挙げられます。

幼稚園教育要領改訂に関わる無藤隆先生、ならびに保育所保育指針改定に関わる汐見稔幸先生に、
これからの幼児教育が目指す方向性についてお聞きしました。（この座談会は、2016 年 11 月 9 日に行いました。）

改訂の背景にある
世界的な教育課題

座談会

ニッポンの幼児教育は、
どう変わるのか？

「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「認定こども園教育・保育要領」
改訂の方向とポイント

幼稚園教育要領、保育所保育指針、ならびに認定こども園教育・保育要領は、
2017年の告示を経て、2018 年度からの施行が予定されています。

現在、それぞれ議論が進められており、徐々に枠組みが明らかになってきました。
改訂の方向性と、幼児教育の現場が押さえておきたいことをお伝えします。

白梅学園大学学長

汐見稔幸　しおみ・としゆき

◎白梅学園大学学長・東京大学名誉教授。
社会保障審議会児童部会保育専門委員会委
員長を務める。専門は教育学、教育人間学、
育児学。著書に『０～３歳 能力を育てる 好
奇心を引き出す』（主婦の友社）、『この「言
葉がけ」が子どもを伸ばす !』（ＰＨＰ研究所）
など。

※幼稚園教育要領改訂、保育所保育指針改定、認定こども園教育・保育要領改訂について、この座談会の本文内では「改訂」で統一しています。また、「幼保連
携型認定こども園教育・保育要領」を「認定こども園教育・保育要領」としています。
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ぶ姿を支えることが求められます。
一時期、幼児教育が「何を学ぶか」
ではなく「何を教えるか」に傾いた
ことがあり懸念しましたが、今回の
改訂にあたって中央教育審議会答申
などを読むと、遊びや活動を通した
学びの大切さが強調されており、そ
れ自体は好ましく捉えています。
磯部　これまでの実践をどのように
評価されて、改訂を進めているので
しょうか。
無藤　幼児教育ですから数値的な成
果はありませんが、３つの形態の園
がそれぞれしっかりと実践を深めて
きたと、前向きに捉えています。問
題があるとしたら、小学校とのつな
がりが弱かったことです。幼児期に
育てた力を引き継いで伸ばすことが
十分とは言えませんでした。
汐見　保育所では、幼児教育機関で
ある意識が確実に高まったことは良
い変化です。

場では非認知能力という言葉がよく
わからないという声も聞かれます。
無藤　今回の改訂で非認知能力とい
う言葉は使われないと思いますが、
確かに考え方のベースとなっていま
す。欧米を中心に非認知能力が注目
されているのは、実証研究が進んだ
だけではなく、これまで重視されて
こなかった考え方だからです。一
方、日本の幼児教育が大切にしてき
た「心情・意欲・態度」は、非認知
能力と重なる部分が多くあります。
心情・意欲・態度をかみ砕いて説明
すると、さまざまなことを感じたり、
意欲的に粘り強く取り組んだり、難
しいことにチャレンジしたりするこ
となどが含まれますが、これらはま
さに非認知能力と言えます。これま
で積み上げてきた実践をさらに発展
させる方向で捉え直してください。
磯部　３歳児以上の幼児、特に５歳児
になると考えや行動の中に非認知能力
が見られるようですが、０～２歳児で
は、どのような場面で表れるのですか。
汐見　非認知能力はさまざまな活動

磯部　幼稚園教育要領では、育てた
い資質・能力として「知識・技能の基
礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」
「学びに向かう力・人間性等」という
「３つの柱」（8ページ参照）が整理さ
れ、さらに「10の姿」（4ページ参照）
が明記されます。現場では、これらを
どう受け止めると良いのでしょうか。
無藤　「３つの柱」は小学校以降の
教育との関連性を意識して整理され
ましたが、新しい考え方ではありま
せん。遊びを通して得られる「水は
高い所から低い所に流れる」「砂は
ぬれると色が変わる」といった気づ
きは「知識」に該当します。さらに
硬いお団子を作ろうとする工夫は
「思考」で、「もっと良いものを作り
たい」という意欲は、「学びに向か
う力」です。以前から「３つの柱」
を大事にしていますし、表現は違い
ますが幼稚園教育要領や保育所保育
指針にも書かれてきたことです。
磯部　「10の姿」はどう捉えると良
いのでしょうか。
無藤　５歳児修了時までに育ってほ
しい姿として示された「10の姿」は、
従来の５領域を具体的な姿として表
したもので、５領域とは別個の目標
ではありません。「10の姿」は幼稚
園教育要領、保育所保育指針、認定
こども園教育・保育要領に共通に記
載されて、幼児教育の総仕上げの方
向でもあり、小学校以降に引き継い
でもらうものでもあります。
磯部　こうした資質・能力の背景に
は、「非認知能力」の重視という考
え方が土台にあると思いますが、現

育てたい資質・能力の
ベースとなる非認知能力

白梅学園大学教授

無藤 隆　むとう・たかし

◎白梅学園大学子ども学部教授、同大学院
子ども学研究科長。文部科学省教育課程部
会幼児教育部会主査のほか、文部科学省中
央教育審議会委員などを歴任。専門は発達
心理学・教育心理学。著書に『保育の 学校（全
３巻）』（フレーベル館）など。

ベネッセ教育総合研究所顧問

磯部頼子　いそべ・よりこ

◎東京都足立区立大谷田幼稚園園長、全国
国公立幼稚園長会会長などを歴任。

聞き手

32017 春
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な意欲へとつながっていくのです。
非認知能力には忍耐力が含まれます
が、これは子どもにがまんさせるだ
けでは育ちません。信頼関係を土台
に、自分は愛されているという実感
があるからこそ、徐々にがまんでき
るようになります。そうした意味で、
０～２歳児の保育は、非認知能力の
育成において極めて重要です。

　保育所保育指針では「養護」とい
う言葉を使いますが、これは温かい
雰囲気をつくり、失敗しても受け止
めるという人間としての心づかいで
す。こうした養護の姿勢は、非認知
能力の土台を育てることに直接つな
がります。ですから、従来、大切に
してきたことが、研究によって認め
られたという思いをもっています。

磯部　幼児期に育みたい資質・能力
の「３つの柱」を、園ではどう育成
すると良いのでしょうか。
無藤　「３つの柱」の資質・能力は
相互に絡み合うようにして伸びてい
くことを意識してください。逆に言
うと、どれかひとつだけを育てる活
動はあり得ないと言えます。積み木
で大きな家を作りたい子どもがいる
としましょう。積み木の形を把握し
たり、積み方を覚えたりするのは知
識の獲得です。それをもとに「どう
すれば高く積めるか」と工夫して思
考を働かせていきます。さらに「良
いものを作りたい」という意欲が、
知識の獲得や思考の働きを高めてい
くのです。保育を通してこうした相
互のつながりを促していくことが、
これからの幼児教育の肝です。
汐見　幼稚園教育要領では「カリ
キュラム・マネジメント」という言
葉で、目指す子どもの姿を定め、そ
れを具現化するための計画を検討す
ることの大切さを強調しています。
保育所保育指針では、カリキュラム・
マネジメントという言葉は用いませ
んが、目指すことは一緒です。年度
末に「子どもにどのような力が育っ

を通して発達しますが、その土台に
は０～２歳の時期に形成される保護
者や保育者とのアタッチメント（愛
着関係）や基本的信頼感、他者との
深い関わりへの欲求があると考えら
れます。子どもにとって未知のもの
は興味の対象ですが、不安の対象で
もあります。不安を軽減し、興味を
広げてくれる存在がいると、能動的

５歳児修了時までに育ってほしい「10の姿」

●❶健康な心と体
健康な心と体を育て、幼稚園生活の中で充実感や満足感を持って自分のや
りたいことに向かって心と体を十分に働かせながら取り組み、見通しを
持って自ら健康で安全な生活を作り出していけるようになる。

●❷自立心

身近な環境に主体的に関わりいろいろな活動や遊びを生み出す中で、自分
の力で行うために思い巡らしなどして、自分でしなければならないことを
自覚して行い、諦めずにやり遂げることで満足感や達成感を味わいながら、
自信を持って行動するようになる。

●❸協同性
友達との関わりを通して、互いの思いや考えなどを共有し、それらの実現
に向けて、工夫したり、協力したりする充実感を味わいながらやり遂げる
ようになる。

●❹道徳性・
　規範意識の
　芽生え

してよいことや悪いことが分かり、相手の立場に立って行動するようにな
り、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、決まりを守る
必要性が分かり、決まりを作ったり守ったりするようになる。

●❺社会生活との
　関わり

家族を大切にしようとする気持ちを持ちつつ、いろいろな人と関わりなが
ら、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に一層の親しみを持つようになる。
遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報を適切に伝え合ったり、活用し
たり、情報に基づき判断しようとしたりして、情報を取捨選択などして役
立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用したり
などして、社会とのつながりの意識等が芽生えるようになる。

●❻思考力の
　芽生え

身近な事象に積極的に関わり、物の性質や仕組み等を感じ取ったり気付い
たりする中で、思い巡らし予想したり、工夫したりなど多様な関わりを楽
しむようになるとともに、友達などの様々な考えに触れる中で、自ら判断
しようとしたり考え直したりなどして、新しい考えを生み出す喜びを感じ
ながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。

●❼自然との
　関わり・
　生命尊重

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、身近な
事象への関心が高まりつつ、好奇心や探究心を持って思い巡らし言葉など
で表しながら、自然への愛情や畏敬の念を持つようになる。身近な動植物
を命あるものとして心を動かし、親しみを持って接し、いたわり大切にす
る気持ちを持つようになる。

●❽数量・図形、
　文字等への
　関心・感覚

遊びや生活の中で、数量などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割
に気付いたりして、必要感からこれらを活用するようになり、数量・図形、
文字等への関心・感覚が一層高まるようになる。

●❾言葉による
　伝え合い

言葉を通して先生や友達と心を通わせ、絵本や物語などに親しみながら、
豊かな言葉や表現を身に付けるとともに、思い巡らしたりしたことなどを
言葉で表現することを通して、言葉による表現を楽しむようになる。

●豊かな
　感性と表現

みずみずしい感性を基に、生活の中で心動かす出来事に触れ、感じたこと
や思い巡らしたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽し
んだりして、表現する意欲が高まるようになる。

※文部科学省中央教育審議会　幼児教育部会（平成 28 年 6月）配付資料1　幼児教育部会取りまとめ（案）より。
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「３つの柱」は
絡み合って伸びていく
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たか、または育たなかったか」「育
てたい力として見直すことはない
か」「保護者への発信で弱かったこ
とはないか」といった全員参加の振
り返りをして、広い意味で評価を行
うことが、すなわち保育所における
幼児教育だと言えます。
磯部　カリキュラム・マネジメント
という言葉は比較的新しいようです
が、日々の実践の中でも具体的にな
される必要があるのでしょうか。
汐見　その通りです。子どもは遊び
やけんかを繰り返しながら、さまざ
まに育ちます。それは保育者の予測
の範囲外での場合もあるでしょう。
そうした育ちが見えるかどうかが問
題です。「この活動を通して、こん
な興味の芽生えがあった」といった
子どもの育ちが見えれば、「ここに
連れていこう」「図鑑を置いておこ
う」といった明日の手立てが見えて
きます。子どもの反応が今ひとつと
いう場合もあるでしょうが、そのと
きは別の手立てを考えればよいので
す。このように保育を評価し、環境
をととのえて実践し、再び評価する
という営みを自覚的に行うことが、
カリキュラム・マネジメントです。
子どもの姿に関係なく、計画した通
りに活動を進めるのは 21 世紀に求
められる幼児教育とは言えません。
無藤　子どもの姿を振り返る視点と
して、幼稚園でも保育所でも、「10
の姿」が参考になるはずです。といっ
ても、これをそのまま目標とする必
要はありません。子どもの実態に照
らして、重点を置く姿を定めたり、
全く別の目標をもったりしても良い
でしょう。「10の姿」は５歳児を想
定していますが、もちろん５歳に

なったからといって、突然、こうし
た姿が表れるのではありません。３・
４歳のどのような育ちが「10の姿」
につながるのかを、自園の子どもを
通して考えるのも良いでしょう。
磯部　園の教育目標と、「10 の姿」
の関連を分析すると、より捉えやす
いかもしれません。
汐見　自園の子どもの姿が、「10の
姿」にどうつながっているのかをぜ
ひ考えていただきたいと思います。

磯部　幼児期は、遊びを通した学び
を基本にしていますが、そのことを
保護者に伝えることに苦労している
保育者は少なくありません。どのよ
うに伝えれば良いでしょうか。
汐見　デジタルカメラで簡単に撮影
できるようになり、ドキュメンテー
ションとして写真を掲示する園が増
えています。その際に大事なのは、
写真に添えるコメントです。「楽し
そうに遊んでいました」だけでは、
「ただ遊んでいるだけ」と思われて
もしかたありません。「これまでで
きなかった○○が、今日できるよう
になりました」「苦手だけど、10分
間もがんばって成功しました」な
ど、ひと言で良いのでプロセスを書
くと、どのような学びがあり、育ち
が芽生えているかを伝えられます。
磯部　一人ひとりの遊びや活動の様
子を十分観察する必要がありますね。
汐見　そうですね。子どもの姿を見
取ることも大切ですが、子どもと一
緒に言葉で振り返るのも良い方法で
す。「○○ちゃんは、今日、畑で何
を見ていたの？」「すごいものを見

つけたね！」などと、子どもが自身
の体験を振り返るきっかけとなる言
葉をかけると、学びや育ちが言語化
されます。子ども自身も、「そうか、
これはすごいことだったのか」など
と価値づけ、意味づけをして、それ
が次の興味や意欲につながります。
無藤　確かに、子どもはいろいろな
経験を積み重ねて遊びを豊かにして
いきます。同じ遊びを繰り返すので
はなく、「おもしろかったから、次
はこうしてみよう」と、以前の遊び
と組み合わせるなどして、複雑化、
高度化させるのです。そのためには
過去の経験を思い起こす必要があり
ますから、遊びや活動を振り返る時
間をもつことは大切だと思います。
磯部　できれば保育者には、幼稚園
教育要領、保育所保育指針、認定こ
ども園教育・保育要領の３つを読ん
でいただきたいと思います。
汐見　それはとても大事なことで
す。私がサポートする保育所の研修
では幼稚園教育要領も持ってくるよ
うに伝えています。
無藤　３歳児の保育を充実させるた
めには、０～２歳児の育ちを知る必
要があります。また、保育所保育指
針の長時間保育の記載は預かり保育
にも有益な視点があるでしょう。認
定こども園教育・保育要領の内容は、
年齢によっては幼稚園教育要領、保
育所保育指針とほぼ共通ですが、よ
り多様な子どもを保育するうえでの
注意点は、幼稚園・保育所でも参考
になるでしょう。私も３つに目を通
すことをおすすめします。
磯部　今後の幼児教育の方向性が見
えてきました。本日はどうもありが
とうございました。

遊びの大切さを
保護者に発信する工夫
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　保育所の利用率は年々高まり、今
では０～２歳児の４割近くは保育所
を利用しています。その状況を踏ま
え、新しい保育所保育指針では０～
２歳児の保育に関する記載を充実さ
せることになりました。 具体的に言
うと、「０歳児はこういう発達の仕
方をする」といった根拠を示したう

えで、「だから、こういう保育が大
切になる」といった保育のあり方が
書かれることになるでしょう。
　こうした改定の背景には、非認知
能力などの研究が進み、０～２歳児
の保育のあり方が、その後の成長に
大きな影響を与えることが明らかに
なったこともあります。この時期の
保育は、温かみがあり、安心して活
動できる環境をととのえることが非
常に重要です。そのためには、少人

数のグループを構成したり、子ども
に相互的な関わり合いを促す言葉か
けをしたり、広い意味での環境づく
りが欠かせません。
　しかし、近年の保育所は待機児童
問題を受け、定員数の増加を急ぐあ
まり、保育の質を高める視点が弱
まっていたことは否めません。０～
２歳児に限ったことではありません
が、今後、保育所は保育の質を高め
ていくという意識をもつことがます

保育所保育指針はどう変わる？
改定ポイントを分かりやすく解説
保育所保育指針の改定に向けた議論が進んでいます。
保育所を取り巻く環境が大きく変化する中、新しい保育所保育指針では
どのような方向が示されるのでしょうか。
改定の議論を進める社会保障審議会児童部会保育専門委員会委員長の
汐見稔幸先生がポイントを解説します。

０～２歳児の保育を見直し
非認知能力の芽生えを促す

白梅学園大学学長
汐見稔幸
しおみ・としゆき

０～２歳児の保育に
関する記載が充実する

０～２歳児保育の重要性がますます明らかになる状況などを受
け、３歳児以上とは別に項目を設けるなどして記載内容が充実
します。

保育所が幼児教育の場として
積極的に位置づけられる

保育所が幼児教育の重要な一翼を担っていることを踏まえ、保
育内容や保育の計画・評価のあり方などに関する記載が充実し
ます。

環境の変化を踏まえた
健康・安全の記載が見直される

災害への対応、食育の推進などの観点から、安全な保育環境の
確保に関して記載が見直されます。

家庭や地域と連携した子育て
支援の必要性が強調される

子どもの育ちを保護者と共有すること、また地域における子育
て支援をいっそう重視することが求められます。

職員の資質・専門性の向上が
求められる

研修を充実させたり、園内に保育者が高め合う環境をつくった
りすることが求められます。

ここが変わる！ 改定のポイント
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ます重要になります。

　現行の保育所保育指針が施行され
てから、保育所が幼稚園や認定こど
も園とともに、「幼児教育」の場で
あるという認識は高まってきまし
た。保育所は、「養護と教育を一体
的に行う」という独特の言い方をし
ていますが、その大切さを自覚し主
張する保育所関係者は増えてきたと
思います。引き続き、幼稚園などと
の整合性を確保するために、今回の
指針の改定では卒園時までに育って
ほしい姿を意識した保育内容、保育
の計画・評価のあり方、また主体的
な遊びを中心とした教育内容に関し
て記載内容を充実させます。
　保育者はこれからも、「こういう
子どもに育てたい」という大きな目
標をもち、遊びや活動を通して育っ
た力を見取って環境を改善していく
という、幼児教育のプロセスを大切
にしていただきたいと思います。

　東日本大震災をはじめ大きな災害

が相次ぐ中、安全に対する意識は
いっそう高まっています。子どもの
生命と心の安定が保たれ、健やかな
生活が確立されることは保育の基本
ですから、健康・安全に関する記載
が見直され、強調されることになり
ました。災害対策のほか、食育の推
進、食物アレルギーへの対応、また
事故防止の観点での環境づくりなど
についても記載されます。

　保育所では、未就園の親子が集ま
る「つどいの広場」の設置が進むな
ど、子育て支援の動きが広がってい
ます。ただ、つどいの広場は週１回
のみといったケースが多く、地域の
子育て世帯のニーズを十分にカバー
しきれていない状況です。

　子育て支援に対するニーズは多様
化と同時に、深刻化しているケース
も見られます。そこで引き続き、保
育所が通園する子どもの家庭はもち
ろん、地域全体の子育て支援を担っ
ていくという方向性が強調されま
す。今後、保育所は子育て支援関係
のさまざまなグループとのネット
ワークを形成し、子育て支援の「ハ
ブ組織」を目指すことが求められま
す。

　保育の質を高めるためには、保育
者の資質・専門性を向上させること
が欠かせません。そのためにも、保
育者が研修を受けることは権利であ
り義務でもあるという考え方を浸透
させることが必要です。
　とはいえ、ただ外部の研修に参加
すればよいというわけではなく、園
内に保育者が高め合える環境がなけ
れば、資質・専門性の向上はあまり
期待できません。その点では、施設
長が保育者間の同僚性や協働性を高
めていく姿勢をもつことが何より重
要と言えるでしょう。

「幼児教育」の場として
積極的に位置づける

災害対策や食育推進で
子どもの安全や健康を守る

地域における子育て支援の
「ハブ組織」を目指す

同僚性や協働性を向上させて
保育者の資質・専門性を高める

近年、保育所の役割がますます重要になっている状況を

しっかり受け止めていただきたいと思います。保育所保

育指針は、一つひとつの言葉が吟味されて書かれていま

すから、「ここでは何を言おうとしているのか」という視点で考え、自身のこ

ととして理解を深めてください。ひとりで読むより、同僚と一緒に読む方が

理解は進みやすいですし、何より楽しいので、園内で保育所保育指針をテー

マとした研修を実施することも検討していただけると幸いです。
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　今回の改訂で最も大きなポイント
と言えるのが、「10 の姿」が設定さ
れることです（10 の姿については、
４ページを参照）。10 の姿のベース
には、小学校以降とのつながりを踏
まえて新たに示される、幼児期に育
みたい資質・能力の「３つの柱」が
あります。それは次の通りです。
【1.知識・技能の基礎】
遊びや生活の中で、豊かな体験を通
じて、何を感じ、何に気づき、何が

わかり、何ができるようになるか。
【2.思考力・判断力・表現力等の基礎】
遊びや生活の中で、気づいたこと、
できるようになったことなどを使い
ながら、どう考えたり、試したり、
工夫したり、表現したりするか。
【3.学びに向かう力・人間性等】
心情、意欲、態度が育つ中で、いか
によりよい生活を営むか。
　３つの柱は新しい考え方ではな
く、従来の５領域を通して育むこと
が可能と考えられるため、引き続き、
５領域の考え方は維持されます。一
方で、５領域を踏まえたうえで、５

歳児修了時までに育ってほしい姿を
より具体的にしたものが「10 の姿」
です。
　一読するとお分かりになるよう
に、10 の姿はかなりレベルが高い
内容であり、５歳児修了時までに
100％実現することを求めるもので
はありません。あくまでも、「こう
いう姿を目指してほしい」という方
向性と捉えてください。 ３・４歳児
は５領域をベースとし、５歳児から
10 の姿をイメージした保育を意識
していただきたいと思います。

幼稚園教育要領はどう変わる？
改訂ポイントを分かりやすく解説
幼稚園教育要領改訂に向けた検討が進み、
新しい幼稚園教育要領の大枠が示されました。幼稚園では
新たな幼稚園教育要領をどう受け止め、実践につなげていくと良いのでしょうか。
改訂の議論を進める文部科学省教育課程部会幼児教育部会の主査を務める
無藤隆先生に改訂のポイントを解説していただきました。

幼児教育で育みたい「10 の姿」と
ベースとなる「３つの柱」

白梅学園大学教授
無藤 隆
むとう・たかし

幼児教育で育みたい
資質・能力として「10の姿」が
明記される

小学校以降とのつながりを踏まえて示される「３つの柱」を土
台に、5歳児修了時までに育ってほしい資質・能力が「10の姿」
として具体的に示されます（4ページ参照）。

「カリキュラム・マネジメント」の
確立が求められる

幼児教育において育みたい資質・能力の実現に向けて、園全体
でカリキュラム・マネジメントを確立することが求められます。

「主体的・対話的で深い学び」の
充実が求められる

小学校以降のアクティブ・ラーニングの土台を形成する学びと
して、「主体的・対話的で深い学び」の充実が求められます。

預かり保育と子育て支援の
関わりが求められる

地域や家庭の実情に合わせて、これまで以上に子育て支援に関
わることが求められます。

ここが変わる！ 改訂のポイント
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　新しい幼稚園教育要領では、教育
課程や指導計画を充実させることの
大切さが、「カリキュラム・マネジ
メント」という言葉で示されます。
聞きなれないかたもいると思います
が、どのような子どもを育てたいか
という目標を明確にして、教育課程
や指導計画を検討し見直しを続けて
いくことと広い意味で捉えてくださ
い。
　カリキュラム・マネジメントは、
全保育者が参加することが大切で
す。園全体に関わることは園長を中
心に考えることになりますが、担任
の保育者も子どもの実態に合わせて
指導計画や指導案を見直したり、部
屋の模様替えをするなど環境をとと
のえたりされていると思います。そ
うした日々の実践もカリキュラム・
マネジメントの一部と言えます。
　注意していただきたいのは、「こ
ういうカリキュラムを作ってほし
い」と、活動や遊びの内容が具体的
に示されるわけではないことです。
多様な活動や遊びの選択肢があるこ
とを意識したうえで、目標や実態に
合わせて「うちの園は何をすればよ
いか」を、これまで以上にしっかり
と考えることが求められると理解し
ていただければと思います。

　小学校以降では、思考力や表現力
などを伸ばす学びとして、アクティ
ブ・ラーニングの充実が図られてい
ます。幼児教育もその流れに沿って、

アクティブ・ラーニング、すなわち
「主体的・対話的で深い学び」の土
台を形成することを求めています。
　もともと幼児教育は机に向かって
勉強するわけではなく、最初からア
クティブ・ラーニングだと言えるで
しょう。しかし、100 点満点の園は
存在せず、いかなる園にも改善の余
地はあります。そう考えたとき、遊
びや活動が「主体的か」「対話的か」

「深い学びとなっているか」という
アクティブ・ラーニングの３つの視
点から保育を改善していくことが求
められているとお考えください。

　これまでも幼稚園は、預かり保育
や子育て支援に関わってきました

が、今後ますます家庭や地域との連
携を深めていくことが大切になりま
す。しかし、一律に預かり保育や子
育て支援をするように求めているわ
けではありません。家庭や地域の実
情を捉え、ニーズに応じて適切な支
援をすることが大事ということで
す。子育て家庭が頼れる施設が少な
い地域なら幼稚園が積極的に手を差
し伸べる必要がありますし、逆に周
辺に子育て支援センターなどが多け
ればニーズは小さいかもしれませ
ん。園ごとに地域の実情を捉え、何
をするべきか、何ができるのかを考
え直してみてください。

園全体での実践が求められる
カリキュラム・マネジメント

主体的・対話的で深い学びの
保育を改善する視点に

幼稚園は子育て支援を
いかに担っていくべきか

今回の幼稚園教育要領の改訂は、これまでの幼児教育を

否定するものではありません。むしろ世界的に見て日本

の幼児教育は高水準にあると言えます。そうしたよさを

改めて見つめ直し、「さらに伸ばすには」「小学校に伝えるには」「保育所と共

有するには」といった観点から改訂が図られました。

　ですから、日々の幼児教育に自信をもって、アピールする気持ちで、取り組

んでいただきたいと思います。そのためにも、新しい幼稚園教育要領を読み込

んで理解し、さらに保育の質を高めていく姿勢が大事になると考えています。
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玉川大学大学院教育学研究科教授

大豆生田 啓友　

おおまめうだ・ひろとも

　今後、改訂に関する研修会が各地
で開かれますので、まずはできるだ
け多くの保育者が参加して、園内で
情報を共有することから始めましょ

う。そして、その内容を実践にどう
具体的に反映させるのか、２０１７
年度の１年間をかけて、園内研修な
どでじっくりと話し合ってくださ

い。園内でまとまった時間を確保し
て、改訂をいかにカリキュラムに反
映できるかを話し合いましょう。

　幼稚園教育要領には、５歳児修了
時までに育ってほしい姿として「10
の姿」が明記されます（４ページを
参照）。保育所保育指針でも同様に、

「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」という表現で 10 の姿が列挙
されます。幼稚園と保育所は、同等
の教育を提供することが求められま
す。幼稚園も保育所も「育ってほし
い姿」を、ぜひ、園内研修のテーマ
として扱っていただきたいと思いま

す。ただ、幼保とも、子どもが主体
な遊びを通しての総合的に学ぶとい
う視点はこれまでと変わりません。

「遊びが学び」となる保育をさらに
充実させる視点として活用すること
が重要です。さらに、乳児保育の充
実など 10 の姿以外の改訂のポイン
トについてもどう充実させられるか
具体的に話し合ってみましょう。
 　研修では、改訂のトピックにつ
いて、保育者が付箋紙などを用い

「自園ができていること」「十分とは
言えないこと」を述べ合うと、園と
して改善すべきポイントが見えてき
ます。「10 の姿」であれば、それぞ
れの項目で、「クラスで特に育って
いると思える内容」「あまり意識し
ていなかった内容」などを挙げてい
きます。具体的なエピソードを示し
てもらうと、「『協同性』については
よく出るが、『社会生活との関わり』
はあまり出てこない」など、項目に

改訂の方向性を踏まえて
具体的な実践に
結びつけるためには？
改訂内容の中には、聞き慣れず理解しにくい言葉や考え方もあり、
具体的にどう実践すべきか迷われているかもしれません。
玉川大学大学院教育学研究科教授の大豆生田啓友先生が、
具体的な場面を交えてアドバイスします。

改訂に向けて、どのような準備が必要でしょうか。

１年間をかけて、内容をどう具体化するかを話し合う

Q

A

1

1

◎専門は、乳幼児教育学・子育て支援。著書に『「子
ども主体の協同的な学び」が生まれる保育』（学研）、
『保育が見えるおたよりづくりガイド』（赤ちゃん
とママ社）など。

Q& A

改訂に向けた園内研修では、どのようなポイントを重視すべきでしょうか。

「10の姿」を理解し、「できていること」「いないこと」を考える

Q

A

2

2

※幼稚園教育要領改訂、保育所保育指針改定、認定こども園教育・保育要領改訂について、このＱ＆Ａの本文内では「改訂」で統一しています。
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　すばらしい教育や保育を実践する
園を見学すると、例外なく、保育者
どうしが語り合う姿が見られます。
誰かから指示されているのではな
く、本人たちが「語りたくてしかた
ない」といった様子で、日々の実践
や子どもの姿について、あちこちで
言葉が飛び交っているのです。「こ
んな活動をしたら、すごく盛り上
がった」「〇〇ちゃんが、こんな姿
を見せてくれた」といった会話を通

　少々誤解が見られますが「10 の
姿」は到達目標ではありません。あ
くまでも方向性を示したものとお考
えください。ですから、「10 の姿」
を 100％育てることを目指すのでは
なく、「そちらの方向に向かって進
みつつあるか」を評価して、保育の
改善に生かすことが大切です。
　「10 の姿」を読まれるとお分かり
になると思いますが、これらはもと
もと５領域に含まれていた要素と言
えますから、新しい活動を導入する
ことが求められているのではありま
せん。これまでの活動を振り返り、
そこに起きていた学びに気づくきっ
かけとして活用していただきたいと

して、情報を共有したり、良いとこ
ろを取り入れ合ったりして保育の質
を高めています。改まった会議では
なく、子どもの様子を収めた写真を
見ながら短時間気軽に語り合うだけ
でも、とても価値があります。
　こうした語り合いの風土をつくる
ことが、保育の質を高める第一歩と
言えるでしょう。そのためにはまず、
園全体で目指す保育や子どもの姿を
共有する必要がありますが、今回の

思います。
　「10 の姿」の視点から活動を見直
す際は、集団と個人のふたつの側
面から振り返りましょう。例えば、
年齢ごと、クラスごとに、どのよ
うな経験を積み重ね、どのような
姿が育っているか。それを「10 の
姿」の各項目の視点から見直すと、

「協同性につながる経験は充実して
いる」「自立心はどの活動で育って
いるのだろうか」「思考力の芽生え
につながる活動が弱かったかもしれ
ない」などといった気づきや疑問が
次々に生まれるはずです。
　同様に一人ひとりの子どもについ
ても、「10 の姿」がどう育っている

改訂はその絶好の機会です。ぜひ改
訂のポイントを共有することを出発
点として、園内に語り合いの風土を
根づかせてください。

かを注意深く見てください。こうし
た振り返りを通して、「次年度はもっ
と〇〇の側面を充実させよう」と
いったカリキュラムの構想が自然と
生まれてくるはずです。
　これは従来の５領域の考え方と一
緒ですが、ひとつの活動はひとつの
姿ではなく、複数の姿につながるこ
とを念頭に置いてください。さらに、

「姿」とは遊びや生活を通して見ら
れるさまざまな様子ですから、ある
時点の「できた」「できない」を見
るのではなく、ある程度、長期的に
捉えることも大切になります。

よる傾向が見えてくるはずです。
　園内研修にとどまらず、優れた実
践をしている他園を見学して話し合

うのも良い方法です。その際は、「子
ども主体の協同的な学びをいかにつ
くっているか」「乳児保育をいかに

充実させているか」など、改訂ポイ
ントを中心に見学すると自園の実践
に生かしやすくなるでしょう。

改訂の内容を踏まえて改善したいと思いますが、多忙さもあって保育の質にまで目が向かな
い保育者もいます。どのようなサポートが考えられるでしょうか。

園内で「10の姿」について共通理解を進めるうえで、大切なポイントを教えてください。

語り合いの風土を根づかせることが保育の質の改善の第一歩

これまでの実践を「10の姿」の視点から見直す

Q

Q

A

A

4

3

4

3
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　全員が参加する研修もひとつの方
法ですが、それ以外にも情報を共有
したり、考えを高め合ったりする方
法はいろいろあります。ある保育所
では、子どもの午睡中に保育者がそ
れぞれ記録をしながら、「今日はこ
んなことがあった」と伝え合ってい
ました。これは語り合いの風土があ
るからできることだと思いますが、
こうした簡易的な方法でも十分に意
思疎通を図れるようになります。
　他の園では、担任のひとりが保育

時間中に写真を撮り、やはり午睡中
にもうひとりの担任と共有して、そ
の日の活動を振り返っていました。
その内容をもとに保護者向けのド
キュメンテーションを作成するた
め、時間の節約にもなります。
　ほんの短い時間にも語り合った
り、書いたりすることを常態化する
ことで、研修と同様の効果が得られ
る場合があることにも目を向けてい
ただきたいと思います。

　確かに、文章を読むだけでスラス
ラと理解するのは難しいかもしれま
せん。特に経験が浅い保育者は、自
分の経験に結びつけて具体的にイ
メージできず、理解しづらい場合も

　おたよりなどで改訂のポイントを
分かりやすく簡潔に示し、「自園で
はこう取り組んでいる」といった内
容を具体的、視覚的に説明すること
が大事です。
　特にポイントとなるのは、日常の
遊びのプロセスこそが学びであるこ
とを可視化し、分かりやすく伝える
ことです。子どもが遊びの中でいか

多いでしょう。
　そのため、園内で改訂のポイント
箇所について、具体的なエピソード
にして語り合う会をもつといいで
しょう。園長先生や経験豊かな保育

に学んでいるか、写真などを活用し
ながらクラスのドキュメンテーショ
ンや個人のポートフォリオとして見
せるのは効果的な方法です。
　ややもすると保護者は目に見える
成果を求めがちですから、これまで
は遊びの大切さを説明することに難
しさを感じていた保育者も多いはず
です。保護者の理解を得ることが難

者が、「自分はこう考えた」と解釈
を述べたり、具体的な子どもの姿に
置き換えて話したりして、語り合い
ながら読み進めれば無理なく理解で
きるに違いありません。

しいために、本当はもっと遊ばせた
いという思いがあっても、なかなか
踏み出せない園もあったかもしれま
せん。今回の改訂は、まさに遊びの
大切さを強調する内容ですから、子
どもが遊びの中できちんと育ってい
ることを伝えるチャンスと捉えてく
ださい。
　遊びの本質について保護者に理解

全員が集まって研修する時間がなかなかとれないのが悩みです。どのように解決すべきで
しょうか。

短時間でも話し合ったり書いたりする習慣を

Q

A

5

5

保育者一人ひとりに新しい幼稚園教育要領や保育所保育指針を読んでほしいと思っていま
すが、難しいと感じることが多いようです。どのようなサポートが効果的でしょうか。

改訂を踏まえた実践について、保護者にはどのように発信すると良いのでしょうか。

具体的なエピソードにして語り合う会を

日常の遊びが学びであることを、写真やエピソードで伝える

Q

Q

A

A

6

7

6

7
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　この度の改訂により、園長先生の
マネジメントがますます重要になる
のは明らかです。園として、十分に
遊びを大事にしているか。そこから
学びを読み取れているか。保育者が
子どもの姿を語り合っているか。保
護者や小学校にきちんと説明できて
いるか。そうした視点から、園の風
土をつくったり、研修を実施したり、
人材育成に努めたりと、園全体を導
いていくコーディネーターとしての
力量が、これまで以上に求められる
とお考えください。今後、園長先生
は経営・運営のリーダーであるとと
もに、教育のリーダーとなることを
意識していただきたいと思います。

　そのためには、今回の改訂により
求められている内容を具体的に理解
したうえで、自園が実践できていた
こと、できていなかったことを振り
返り、園としてのミッションを改め
て設定することが必要になります。
そうした方針がしっかりと固まって
いれば、保育者はもちろん、保護者
や小学校に対しても十分な説明が可
能になります。
　これからの時代は、現状維持を目
指すだけでは不十分です。園長先生
にも、常に向上心をもって勉強を続
ける姿勢が求められるとお考えくだ
さい。

してもらうためには、単に自園の実
践を伝えるだけでは足りません。近
年、幼児期に非認知能力を育てるこ
とが生涯にわたって大きな影響をも
つという、さまざまな研究結果があ
りますから、そうしたデータを交え
て説明すると説得力が高まります。

そのうえで、「このようにチャレン
ジして、粘り強く取り組んでいます」

「やり遂げた達成感から、こんな姿
が見られました」などと、具体的な
子どもの姿につなげると伝わりやす
いでしょう。
　実際に子どもの育ちを目の当たり

にしてもらうことも効果的です。１
日保育者体験などの保育参加を積極
的に実施してください。また、保護
者懇談会などの機会も利用して目線
を合わせて園の活動に巻き込み、と
もに子どもを育てる関係性を築いて
いけるかが大きなカギとなります。

　非認知能力に関する研究の進展など

もあり、幼児教育や保育という仕事が、

いかに人の生涯に大きな影響を与える

かが明らかになってきました。これまで子どもとひたむき

に向き合い、遊びの中で学びを促す実践を続けながらも、

社会的に十分に理解されない側面があったのは事実だと思

います。その点で、遊びが学びであることを前面に押し出

した今回の改訂は重要であり、社会の理解を得る大きなチャ

ンスとも言えるでしょう。今後ますます実践を深め、日本

の幼児教育をともに高めていきましょう。

今後、園長先生に求められる役割について教えてください。

園全体を導くコーディネーターとしての力量が重要に

Q

A

8

8

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の
改訂について

　幼稚園教育要領と保育所保育指針の改訂と同じタイミ
ングで、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の内容
も改訂されます。基本的な改訂内容は、０～３歳児は保
育所保育指針、３歳児以降は幼稚園教育要領の改訂内容
と共通となる見通しです。
　幼保連携型認定こども園教育・保育要領のみの改訂ポ
イントもいくつかあります。認定こども園では、３歳児
以降、幼稚園や保育所と比べて、多様な環境にある子ど
もが一緒に過ごすため、より丁寧なサポートが求められ
ることなどが盛り込まれる予定です。
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　「保育所保育指針の改定に関する
中間とりまとめ」を読んで、特に、
保育を巡る近年の状況についての認
識は、子どもや保護者を取り巻く環
境が大きく変化していることを背景
にした現場の保育者の課題意識と合
致するところが多いと感じました。
　また、改定の方向性として、乳児・
１歳以上３歳未満児の保育の重要性
を挙げています。私たちがこれまで
の保育で大切にしてきたことに光を
当ててもらえたようですばらしいと
思います。「とりまとめ」の中では「学
びの芽生え」という言葉を使ってい
ますが、実際、「知ろう」「学ぼう」
とする気持ちはこの時期から確かに
育っています。これまで取り組んで
きた実践をさらに発展させていきた
いと改めて思いました。
　ただ、光を当ててもらえるのはよ
いことですが、この言葉が誤解され
たままひとり歩きして、「知識の教
え込み」のことかのように勘違いさ
れることも危惧します。「教育」と
いう言葉がこれまで以上にたくさ
ん、明確に使われるようになったか

らこそ、幼児期の教育は、これから
も子どもたちを中心に置いた遊びを
ベースにして行われるものだと改め
て園内で認識することが重要です。

　そうした中では、日々の保育を振
り返りながら、保育者どうしが高め
ていく研修の場がこれからはますま
す重要になってくると思います。私
たちの園でも、2017 年度には、外
部の専門家を迎えて、保育者一人ひ
とりが１年間のテーマを決めたうえ
で、日々の実践の中で自分の保育を
振り返り、改善していく研修を実施
する予定です。これまではインプッ
ト中心のイベント型研修が多かった
のですが、保育者自身が主体的に保
育について考えていく研修へと切り
替えようという判断です。
　園としては、外部の専門家や養成
機関などと連携しながら計画性、連
続性のある研修を実施し、非認知能
力をどのように育むかを考えていき
たいと思いますが、一方で、園を取
り巻く状況をよりよくしていくこと
も大切です。例えば、「子ども・子
育て支援新制度」が始まり、認可保

育園の保育時間は 11 時間が標準に
なりました。これによって生じてい
る現場の負担や苦労をどのように解
決するかは依然として大きな課題で
す。保育者のシフトに苦労し、勤務
時間内に子どもの記録を丁寧につけ
ることが難しい園も少なくないと聞
きます。幼児期の学びについてじっ
くりと話し合う時間を確保するのは
簡単ではありません。
　児童福祉法で定められる保育所の
配置基準も、現代の子どもや保護者
の状況に合わせて変われるはずで
す。保護者の園へのニーズが多様に
なり、食物アレルギーをもつ子ども、
発達障がいのある子どもなど、それ
ぞれの子どもに寄り添った注意や配
慮の必要性が高まる中で、保育者の
負荷ばかりが大きくなれば、保育者
の早期退職には歯止めはかからない
でしょう。
　新しい指針の理念を実現するため
に、園、保護者、地域、行政それぞ
れに何が求められるのか、園でも議
論し、問題提起したいと思います。

乳児保育の重要性に
光が当たり始めた

改訂（改定）のポイントから考える
これからのニッポンの幼児教育
幼児教育のこれからのあり方が見えてきた今、
現場の先生がたはその方向性をどのように評価し、また今後の園づくりを
進めていこうとしているのでしょうか。3人の園長先生にうかがいました。

よりよい保育の実現のため
多様な連携で保育者の資質を高めたい

園長は
こう考える

明徳土気保育園
（千葉県・私立）
園長

北村都美子

保育者だけではなく
多様な力で保育をつくる
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　次期教育要領の中には、いわゆる
非認知能力の育ちを大切にしようと
いうことが述べられています。こう
した力を大切に考え、遊びの中で育
んできた私たちにとって、これは本
当にうれしいことです。そのうえで、
今回の改訂のポイントである「幼小
の接続」をどう捉えるかがこれから
の幼児教育を考えるにあたってとて
も重要になってきます。
　日本の教育は、幼稚園から高校ま
で「何を知っているか・何ができる
か」「知っていること・できること
をどう使えるのか」「知っているこ
と・できることを社会にどう生かし
ていけるのか」の 3つの柱で接続し
ようとしています。私たちにとって
は、幼児教育を小学校にどうつなげ
るかが課題になります。
　幼児教育で特に大切にしてきたこ
とは、自己肯定感やコミュニケー
ション能力、思いやりの心を育むこ
とです。これは次期教育要領におい
ても変わらず大切です。
　しかし、ややもすると幼児教育に
対する社会の関心は、「何を知って
いるか・何ができるか」に重きを置
きがちです。「3つの柱」としても「何
を知っているか・何ができるか」が
打ち出されていますが、現場が社会
の関心に引っ張られすぎないことが
大切です。今回、「10の姿」も提示
されましたが、私はこれは、小学校

の先生が幼稚園児の姿と幼児教育を
理解するための手がかりではあるけ
れども、「達成目標」ではないと思っ
ています。その点を誤解し、幼稚園
教育の本来の良さを損なうようなこ
とがあってはなりません。

　小学校では 45 分間の授業で全員
が何を、どこまで学ぶかが決まって
います。しかし幼稚園の遊びの中の
学びは、あらかじめ決められたもの
ばかりではありませんし、一人ひと
りの子どもによっても違います。
　次期教育要領の中には適切な評価
の重要性も述べられていますが、幼
児期は月齢差も大きく、興味・関心
も異なりますから、評価も一人ひと
り異なるべきです。「何ができるか」
に目を向けすぎると、その子なりの
思いや気づきに保育者が向き合いに
くくなるのではと危惧しています。
　学びの概念は、体験の中での「な
ぜだろう」「知りたい」という気持
ちの中から芽生えます。小学校では、
学びたいから学ぶだけでなく、学ば
なければいけないから学ぶ場面も多
くなります。しかし、幼児教育は自

分から課題を見つけ、学ぶのが肝で
す。泥団子を作り、「もっと大きく」
「もっとぴかぴかに」と課題を見つ
けるのは遊びを通した学びの芽生え
です。初めは泥団子に興味がない子
どもも、友だちの姿を見て次第に興
味をもち始めることが少なくありま
せん。だから私たちは、「カリキュ
ラム」として泥団子作りを組み込む
ことはなく、「自由遊び」での泥団
子作りを大切にしているのです。
　幼児教育は小学校の入学準備教育
ではありません。幼稚園は幼稚園と
しての教育を行いながら、小学校に
接続させるためには、双方の教師が
お互いをわかり合えるような実践交
流の場がもっと必要です。幼稚園で
大切にしている非認知能力がどのよ
うなものかを小学校の先生が知るこ
とは、小学校の教育をよりよいもの
にするためにも意味があるはずで
す。幼小を接続した「学び」のあり
方、ふさわしい評価などを園内外で
話し合っていく機会をさらにつくっ
ていきたいです。

幼児教育の本質を
変わらず追い求める

よりよい接続のために
求められる幼小の現場の交流

非認知能力を育むために
幼稚園だからできる教育を追求する きらきら星幼稚園

（福岡県・私立）
園長

黒田秀樹
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　改訂の内容を一つひとつ読み込む
と、いずれも現場の実態に即してい
るという感想をもちました。真新し
いことが求められているのではな
く、これまでの実践を整理したり、
発展させたりして取り組める内容で
あるためです。
　改訂の大きなポイントとなる「10
の姿」も、基本的には従来から取り
組んできたことだと感じました。し
かし、項目により取り上げ方に濃淡
があるため、これまでの実践を見直
す必要性を感じています。
　本園では毎年１～２月に保育教育
年間指導計画の修正作業を行いま
す。通常は学年単位で１年間の実践
を振り返って赤字を入れていきます
が、今年度末はそれに加えて、「10
の姿」のそれぞれの項目がどの活動
によって育つのか、それぞれの学年
で記号を書くなどしてチェックする

作業を行うつもりです。もともと毎
年修正作業を行いますから、この方
法であれば保育者はあまり負担感を
もたずに取り組めると思います。
　さらにこの作業を４歳以下でも行
うことにより、０歳以降のどのよう
な育ちが「10 の姿」につながるの
か、保育者が流れを把握でき、系統
的な保育がより可能になります。「健
康な心と体」という項目を例に出す
と、低年齢児は元気に登園すること
にはじまり、気持ちの良い環境で過
ごし、友だちと戸外や室内で十分に
身体を動かして遊ぶなど、発達に応
じて徐々に高度な姿が見られるよう
になります。こうした育ちの段階を
しっかりと捉えて支えることで、５
歳になったときに「10 の姿」に近
づきやすくなると考えています。
　「10の姿」が明記された利点と感
じていることとして、目指す子ども
の姿が保育者の間で共有しやすく
なったこともあります。これまでは
非認知能力の育成を意識しても、ど

うしても具体的な姿としてイメージ
できないこともありました。それが
遊びという学びを通して、具体的に
このような姿を目指すということが
明確になったことは大きなプラスと
感じています。

　今回の改訂で明記される「カリ
キュラム・マネジメント」に関して
も、基本的にはこれまでの取り組み
がベースになりそうです。改訂の内
容をもとに従来は経験的に実施して
きたことを整理し、そこに「10の姿」
といった新しい考え方を組み込みつ
つ、より深く意識して取り組んでい
きます。
　保護者に対しては、幼児教育から
高校までの一連の流れを踏まえて
「10の姿」や３つの柱が整理された
ことをかみ砕いて説明し、本園の実
践が長期にわたりその後の育ちにつ
ながっていることを説明します。も
ともと遊びを重視した保育に対する
理解をいただいている状況ですが、
背景にある考え方を伝えることで保
護者は安心し、より協力を得られや
すくなると思います。今後、できる
だけ早めに動いて試行錯誤を重ね、
改訂の本質を捉えた実践につなげた
いと考えています。

「10の姿」をもとに
年間指導計画を見直す

背景にある考え方を説明し
保護者の協力を求める

小学校以降とのつながりを意識して、
従来の実践を整理し発展させたい

新宿区立
あいじつ子ども園
（東京都・公立）
園長

渡邊郁美
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本調査の結果を引用・転載される際には、調査名称を記載してください〈例：ベネッセ教育総合
研究所「園での経験と幼児の成長に関する調査」（2016）〉。

多くの子どもは、「遊び込む経験」
「協同的な活動」など、多様な経験を積んでいる

Q 園でのお子さまの経験として、以下のことはどれくらいありましたか。
※5歳児クラスの1年間についてお答えください。

図１

園での経験と
幼児の成長に関する調査

データから見る幼児教育

引用・転載時のお願い

ベネッセ教育総合研究所では、幼稚園や保育所、認定こども園などに通う年長児をもつ保護者、約2,000名

を対象に、園での子どもの経験や園の環境、園生活を通した成長などをたずねるアンケート調査を行いました。

園での経験が子どもの育ちにどのように関連しているかを把握することが、これからの保育のあり方を考える

際のひとつの材料になれば幸いです。

年長児期の園での経験として、3カテゴリー14
項目をたずねました。全項目で「よくあった」

（「とてもよくあった」＋「よくあった」。以下同）が半数以上であ
り、多くの子どもがさまざまな活動を経験していることがうか
がえました。一方で、同じ「遊び込む経験」の中でも、「よくあっ
た」比率について、「自由に好きな遊びをする」は最も高く

85.6％で、つづいて「好きなことや得意なことを生かして遊ぶ」
は71.6％、「遊びに自分なりの工夫を加える」は66.5％、「先生
に頼らずに製作する」は64.9％と、差がありました。特に「挑戦
的な活動に取り組む」は59.1％、「見通しをもって、
遊びをやり遂げる」は52.9％と5割台であり、他と
比べると低い傾向がみられました。

真田美恵子◎ベネッセ教育総合研究所主任研究員。幼児教育・保育や子育てなど、就学前の子どもをもつ家庭や園を対象とする調査研究に携わる。

研究員解説

園での子どもの経験

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

自由に好きな遊びをする
好きなことや得意なことを生かして遊ぶ

遊びに自分なりの工夫を加える
挑戦的な活動に取り組む
先生に頼らずに製作する

見通しをもって、遊びをやり遂げる

（小学校のように）全員で同じことに取り組む
先生が決めた活動をする

（小学校のように）時間割に沿って活動をする
見本通りに製作する

行事（運動会や生活発表会など）で友だちと協力し合う
目標に向けて友だちと協力して取り組む

友だちと関わる中で、友だちのいいところや得意なことを知る
行事の役割（劇の配役やリレーの順番など）を子どもたちが決める

協
同
的
な
活
動

設
定
的
な
活
動

遊
び
込
む
経
験

とてもよくあった よくあった たまにあった
あまりなかった

わからない

36.5 49.1 10.3 1.6 2.4

24.8 46.8 19.0 4.1 5.2

22.7 43.8 21.0 4.5 8.1

20.6 38.5 24.8 7.8 8.3

17.7 47.2 22.5 5.4 7.2

14.8 38.1 28.0 6.5 12.6

31.4 43.9 17.5 3.7 3.5

21.8 48.4 21.2 3.45.2

21.1 33.9 24.5 11.1 9.4

16.4 39.8 26.3 8.5 8.9

39.2 41.4 14.3 1.8 3.4

30.3 45.7 16.8 1.9 5.3

26.4 43.3 19.2 3.0 8.2

25.6 34.8 20.8 8.6 10.2
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1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

（%）

【協調性】遊びなどで友だちと協力できる

【がんばる力】いろいろなことに自信をもって取り組める

【好奇心】新しいことに好奇心をもてる

【自己主張】困ったことがあったら助けを求められる

【自己統制】人のいやがることはがまんできる

96.1
89.9

72.3
89.3

88.9
96.1

77.6
89.2

76.0
86.0

遊び込む経験　■少群（889）　■多群（1012）

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

遊び込む経験　■少群　■多群

自
由
に
遊
べ
る

環
境

低群（540）

中群（631）

高群（662）

72.8

46.8 53.2

23.0 77.0

27.2

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

遊び込む経験　■少群　■多群

先
生
の
受
容
的
な

関
わ
り

低群（577）

中群（586）

高群（650）

68.6

47.6 52.4

24.9 75.1

31.4

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

子どもの得意なことやよさに気づいた

安心して子育てできた

自分の視野が広がった

子どもへの関わり方がわかった

園での経験はこれからの子どもを支える土台になる

他の人にも入園をすすめたい

保
護
者
自
身
の
成
長

園
の
評
価

強く感じる やや強く感じる 少し感じる
感じない

32.1 51.5 15.1 1.3

29.6 46.4 21.2 2.9

25.6 42.9 24.5 7.0

19.5 48.0 27.6 4.9

41.2 41.0 15.9 1.9

26.8 39.4 24.9 8.9

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

個人面談

送迎時の先生や職員との会話

園便りや学年便り、クラス便り

連絡帳

保護者会やクラス懇談会

園内の掲示物

保護者向けの講演会

園のホームページ

とても参考になった やや参考になった
参考に

ならなかった
機会が
なかった

36.6 43.5 7.0 12.8

9.66.851.332.4

7.961.828.4

16.414.840.927.9

17.514.548.919.1

11.517.354.916.2

37.719.534.18.6

33.76.5 32.4 27.3

1.8

8.4

11.3

1.7

18.3

15.2

13.3

34.8

27.5

21.0

4.7

1.4

11.8

20.8

5.6

44.6

48.0

<

>

>

<

>

<

<

■園の種別「機会がなかった」の％

幼稚園（1413） 保育所（644）

保護者の83.6％は、園生活を通して
「子どもの得意やよさに気づいた」と実感

Q 園生活を通して、以下のことをどれくらい感じますか。

次に、園生活を通した保護者自身の成長実感に
ついてたずねたところ、「子どもの得意なことやよ

さに気づいた」（「強く感じる」＋「やや強く感じる」。以下同）は
83.6％、「自分の視野が広がった」は68.5％、「子どもへの関わり
方がわかった」は67.5％であり、約7～8割の保護者は、園生活を
通して自分自身の成長も感じていることがわかりました（図５）。
　また園から提供される情報が、どの程度子育ての参考に
なったかをたずねました。「とても参考になった」比率が高かっ

たのは「個人面談」36.6％、「送迎時の先生や職員との会話」
32.4％でした（図６）。園の種別にみると、幼稚園では「送迎時
の先生や職員との会話」の「機会がなかった」比率が保育所よ
りも高く、保育所では「個人面談」の「機会がなかった」比率が
高いなどの傾向がみられました（右表）。保護者が比較的集ま
りやすい幼稚園と、共働き世帯が多く送迎時のコミュニケー
ションが重要な機会となる保育所、それぞれの特性による結果
であると考えられます。

研究員解説

園で「遊び込む経験」を多くする方が、
子どもの「学びに向かう力」は高い

分析 園での経験と子どもの「学びに向かう力」

子どもの「学びに向かう力」（遊び込む経験別）図２

「遊び込む経験」（図1より）の頻度に応じて2
群に分けて、子どもの「学びに向かう力」との関

連を調べました（「学びに向かう力」とは、非認知的スキル、社
会情動的スキルとも言われ、ベネッセ教育総合研究所では「協
調性」「がんばる力」「好奇心」「自己主張」「自己統制」から構成
する概念として研究に使用しています）。その結果、年長児1年
間に、園で「遊び込む経験」を多くしている子どもの方がそうで
ない子どもに比べて、例えば「いろいろなことに自信をもって取

り組める」比率は17.0ポイント高いなど、「学びに向かう力」が
全体的に高い傾向がみられました（図2）。
　また自由に遊べる環境が十分にあるほど（図3）、先生の受
容的な関わりがあるほど（図4）、「子どもの遊び込む経験」が多
いこともわかりました。遊び込む経験は、自由度の高い遊びの
環境や先生の応答的で温かい関わりにより支えられているこ
とがうかがえます。

研究員解説

※「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の％。
※「遊び込む経験」は、6項目（図1より）について、「とてもよくあった」を 4点、「よくあった」を 3点、「たまにあった」を 2点、「あまりなかった」を 1点と
して合計値を得点化し、2区分した。1項目でも「わからない」を選択した人は除く。
※上記以外の「学びに向かう力」に関する項目についても同様の傾向であった。　※（　）内はサンプル数（以下同）。

遊び込む経験（自由に遊べる環境別）図３

※「自由に遊べる環境」は、5項目（「自由に遊べる時間が十分にある」「自由に遊べる場所が十分にある」「自由に遊べる遊具や素材が十分にある」「季節に
応じた教材や絵本が使われている」「さまざまな表現活動（お絵かき、製作、音楽など）をする」）（図示省略）について、「とてもあてはまる」を 4点、「や
やあてはまる」を 3点、「少しあてはまる」を 2点、「あてはまらない」を 1点として合計値を得点化し、3区分した。1項目でも「わからない」を選択した人は除く。

遊び込む経験（先生の受容的な関わり別）図４

※「先生の受容的な関わり」は、5項目（「先生の言葉かけが温かい」「先生は子どもの『やりたい』気持ちを尊重している」「先生がのびのびと保育をしている」
「先生は保護者の気持ちに寄り添っている」「先生同士の連携がとれている」）（図示省略）について、「とてもあてはまる」を 4点、「ややあてはまる」を 3点、
「少しあてはまる」を 2点、「あてはまらない」を 1点として合計値を得点化し、3 区分した。1 項目でも「わからない」を選択した人は除く。

図５ 保護者自身の成長と園の評価

Q 園からの情報は、子育てをするうえでどれくらい参考になりましたか。

図６ 園からの情報の参考度

※ 右表について、園の種別は、「公立／国立幼稚園」「私立幼稚園」を「幼稚園」に、「公立保育園」「私立保育園（認可／公設民営を含む）」「認可外保育園」
を「保育所」にした。※ 幼稚園と保育所で 5ポイント以上差のあった項目を「＞」「＜」として示し、10 ポイント以上差のあった項目には網掛けをしている。
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1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

（%）

【協調性】遊びなどで友だちと協力できる

【がんばる力】いろいろなことに自信をもって取り組める

【好奇心】新しいことに好奇心をもてる

【自己主張】困ったことがあったら助けを求められる

【自己統制】人のいやがることはがまんできる
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遊び込む経験　■少群（889）　■多群（1012）
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32.1 51.5 15.1 1.3

29.6 46.4 21.2 2.9

25.6 42.9 24.5 7.0

19.5 48.0 27.6 4.9

41.2 41.0 15.9 1.9

26.8 39.4 24.9 8.9
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■園の種別「機会がなかった」の％

幼稚園（1413） 保育所（644）

保護者の83.6％は、園生活を通して
「子どもの得意やよさに気づいた」と実感

Q 園生活を通して、以下のことをどれくらい感じますか。

次に、園生活を通した保護者自身の成長実感に
ついてたずねたところ、「子どもの得意なことやよ

さに気づいた」（「強く感じる」＋「やや強く感じる」。以下同）は
83.6％、「自分の視野が広がった」は68.5％、「子どもへの関わり
方がわかった」は67.5％であり、約7～8割の保護者は、園生活を
通して自分自身の成長も感じていることがわかりました（図５）。
　また園から提供される情報が、どの程度子育ての参考に
なったかをたずねました。「とても参考になった」比率が高かっ

たのは「個人面談」36.6％、「送迎時の先生や職員との会話」
32.4％でした（図６）。園の種別にみると、幼稚園では「送迎時
の先生や職員との会話」の「機会がなかった」比率が保育所よ
りも高く、保育所では「個人面談」の「機会がなかった」比率が
高いなどの傾向がみられました（右表）。保護者が比較的集ま
りやすい幼稚園と、共働き世帯が多く送迎時のコミュニケー
ションが重要な機会となる保育所、それぞれの特性による結果
であると考えられます。

研究員解説

園で「遊び込む経験」を多くする方が、
子どもの「学びに向かう力」は高い

分析 園での経験と子どもの「学びに向かう力」

子どもの「学びに向かう力」（遊び込む経験別）図２

「遊び込む経験」（図1より）の頻度に応じて2
群に分けて、子どもの「学びに向かう力」との関

連を調べました（「学びに向かう力」とは、非認知的スキル、社
会情動的スキルとも言われ、ベネッセ教育総合研究所では「協
調性」「がんばる力」「好奇心」「自己主張」「自己統制」から構成
する概念として研究に使用しています）。その結果、年長児1年
間に、園で「遊び込む経験」を多くしている子どもの方がそうで
ない子どもに比べて、例えば「いろいろなことに自信をもって取

り組める」比率は17.0ポイント高いなど、「学びに向かう力」が
全体的に高い傾向がみられました（図2）。
　また自由に遊べる環境が十分にあるほど（図3）、先生の受
容的な関わりがあるほど（図4）、「子どもの遊び込む経験」が多
いこともわかりました。遊び込む経験は、自由度の高い遊びの
環境や先生の応答的で温かい関わりにより支えられているこ
とがうかがえます。

研究員解説

※「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の％。
※「遊び込む経験」は、6項目（図1より）について、「とてもよくあった」を 4点、「よくあった」を 3点、「たまにあった」を 2点、「あまりなかった」を 1点と
して合計値を得点化し、2区分した。1項目でも「わからない」を選択した人は除く。
※上記以外の「学びに向かう力」に関する項目についても同様の傾向であった。　※（　）内はサンプル数（以下同）。

遊び込む経験（自由に遊べる環境別）図３

※「自由に遊べる環境」は、5項目（「自由に遊べる時間が十分にある」「自由に遊べる場所が十分にある」「自由に遊べる遊具や素材が十分にある」「季節に
応じた教材や絵本が使われている」「さまざまな表現活動（お絵かき、製作、音楽など）をする」）（図示省略）について、「とてもあてはまる」を 4点、「や
やあてはまる」を 3点、「少しあてはまる」を 2点、「あてはまらない」を 1点として合計値を得点化し、3区分した。1項目でも「わからない」を選択した人は除く。

遊び込む経験（先生の受容的な関わり別）図４

※「先生の受容的な関わり」は、5項目（「先生の言葉かけが温かい」「先生は子どもの『やりたい』気持ちを尊重している」「先生がのびのびと保育をしている」
「先生は保護者の気持ちに寄り添っている」「先生同士の連携がとれている」）（図示省略）について、「とてもあてはまる」を 4点、「ややあてはまる」を 3点、
「少しあてはまる」を 2点、「あてはまらない」を 1点として合計値を得点化し、3 区分した。1 項目でも「わからない」を選択した人は除く。

図５ 保護者自身の成長と園の評価

Q 園からの情報は、子育てをするうえでどれくらい参考になりましたか。

図６ 園からの情報の参考度

※ 右表について、園の種別は、「公立／国立幼稚園」「私立幼稚園」を「幼稚園」に、「公立保育園」「私立保育園（認可／公設民営を含む）」「認可外保育園」
を「保育所」にした。※ 幼稚園と保育所で 5ポイント以上差のあった項目を「＞」「＜」として示し、10 ポイント以上差のあった項目には網掛けをしている。
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図5で示した保護者自身の成長と関連する要素
を調べたところ、園からの情報が子育ての参考

になったと答えるほど（「低群」＜「中群」＜「高群」）、成長実感が
高くなることがわかりました（図7）。同様に、先生と話をしたり、
園の行事に参加したりするなど、園と関わる機会も保護者の成
長実感に関連していました（図8）。また、園からの情報提供や園
と関わりがあることで、保護者は子どもの意欲を尊重するような
養育態度をとる傾向が見られ、そうした養育態度が「学びに向か

う力」を支えていることも示唆されました（図示省略）。
　本調査からは、園が子どもの育ちに対して、二重の役割を果た
していることが明らかになりました。つまり、「遊び込む経験」を
充実させることで子どもの育ちを直接支える面と、保護者に対す
る情報提供や園と関わる機会の提供を通じて、保護者の成長
を促すことで、間接的に子どもの育ちを支える面です。各園はそ
れぞれの特色を生かして、「遊び込む経験」を十分に保障しなが
ら、保護者とともに子どもの育ちを支えることが期待されます。

研究員解説

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

保護者の成長実感　■低群　■中群　■高群

園
か
ら
の
情
報
の
参
考
度

低群（716）

中群（821）

高群（729）

46.9

42.426.2 31.4

9.1 26.5 64.5

17.036.0

園生活を通した保護者の成長実感には、
「園からの情報参考度」「園と関わる機会」などが関連
分析 保護者自身の成長と園と関わる機会

保護者の成長実感（園からの情報の参考度別）図７

※「保護者の成長実感」は、図5の 4項目について、「強く感じる」を4点、「やや強く感じる」を3点、「少し感じる」を2点、「感じない」を1点として合計
を得点化し、3区分した。※「園からの情報の参考度」は、図6について「とても参考になった」を3点、「やや参考になった」を2点、「参考にならなかった」、
「機会がなかった」を1点として合計を得点化し、3区分した。

（%）1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

保護者の成長実感　■低群　■中群　■高群

園
と
関
わ
る
機
会

低群（932）

中群（762）

高群（572）

39.7

38.121.5 40.4

14.5 30.8 54.7

24.635.7

保護者の成長実感（園と関わる機会別）図８

※「保護者の成長実感」は、図5の 4項目について、「強く感じる」を4点、「やや強く感じる」を3点、「少し感じる」を2点、「感じない」を1点として合計
を得点化し、3区分した。※「園と関わる機会」は、5項目（「先生と話をする」「園の行事に参加する」「保育を参観する」「保育や園の運営を手伝う」「保護
者同士の交流の会に参加する」）（図示省略）について、「週に 4～5日」を6点、「週に1～3日」を5点、「月に1～3日」を4点、「年に 4～10日」を3点、
「年に1～3日」を2点、「なかった」を1点として合計値を得点化し、3区分した。
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出典：園での経験と幼児の成長に関する調査
調査対象：幼稚園・保育園・認定こども園などに通う年長児をもつ
保護者 2,266 人（母親 2,060 人、父親 206 人）　 
※年齢は 25 ～ 49 歳
調査時期：2016 年 2 月19 日～ 2 月 22 日
調査地域：全国

詳しい調査結果はこちらからご覧になれます。ぜひご活用ください。
▶http://berd.benesse.jp/

調査方法：インターネット調査
調査項目：園での子どもの経験、園の環境、園と関わる機会、園
から提供される情報の参考度、園生活を通した成長実感、子ども
の「学びに向かう力」「文字・数・思考」、園の満足度など

http://berd.benesse.jp/
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を調べたところ、園からの情報が子育ての参考

になったと答えるほど（「低群」＜「中群」＜「高群」）、成長実感が
高くなることがわかりました（図7）。同様に、先生と話をしたり、
園の行事に参加したりするなど、園と関わる機会も保護者の成
長実感に関連していました（図8）。また、園からの情報提供や園
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していることが明らかになりました。つまり、「遊び込む経験」を
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※「保護者の成長実感」は、図5の 4項目について、「強く感じる」を4点、「やや強く感じる」を3点、「少し感じる」を2点、「感じない」を1点として合計
を得点化し、3区分した。※「園と関わる機会」は、5項目（「先生と話をする」「園の行事に参加する」「保育を参観する」「保育や園の運営を手伝う」「保護
者同士の交流の会に参加する」）（図示省略）について、「週に 4～5日」を6点、「週に1～3日」を5点、「月に1～3日」を4点、「年に 4～10日」を3点、
「年に1～3日」を2点、「なかった」を1点として合計値を得点化し、3区分した。

保育者の受容的な関わりが
子どもの遊びを広げる

　これまで多くの園で経験的に大切
にされていた「遊びの中での学びに
向かう力の育成」が、データとして
実証されたのは、大きな収穫です（図
２）。特に今回の調査対象である年
長児は、急速に遊びが発展する年齢
です。子どもの姿から育ちを読み取
り、保育者が適切な援助をすること
で、遊びの質は深まります。
　例えばある園では、ひとりの子ど
もが家庭からハーブを持ってきまし
た。保育者は遊びへと発展するよう
にとハーブの本を用意したところ、

「ハーブ石けんを作りたい」という
声が子どもからあがりました。その
声を保育者がひろいあげ、「どうやっ
たら作れるかな」と質問を投げか
けると、自宅で保護者と石けんの作
り方を調べてきた子どもがいたので
す。その後も、保育者と子どもが対
話をしながら、実際にハーブ石けん
を完成させたということです。子ど
もの意欲を尊重する保育者の受容的
な関わりがあってこそ、子どもたち
は遊びを発展させられるのです。

子どものよさに気づけるような、
保護者支援を行う

　また今回の調査では、保護者の成
長実感が、間接的に子どもの育ちを
支えることも明らかになりました。
　わが子のよさに気づけるといった
保護者の成長を促すには、園からの
情報提供が欠かせません。保護者は、
子どもへの期待ゆえに、欠点に目を
向けてしまう傾向がありますが、気
になる部分は、その子のよさでもあ
るはずです。例えば、「友だちと上

手に遊べない」と保護者が悩んでい
るなら、保育者は「じっくりひとつ
のことに取り組める」と長所として
評価できます。毎日子どもを見守る
保育者からのひと言は、どんな育児
本より保護者の心に響きやすく、子
どもの意欲を尊重した子育てをする
きっかけになるでしょう。
　子どもの得意なことやよさを伝え
るのは、面談や送迎時の会話などの
機会だけでなく、具体的な活動を書
き込んだ写真入りのドキュメンテー
ション（掲示物など）を用意するの
も良いですね。保護者に保育に参加
してもらい、わが子のよさを実感し
てもらうのもひとつの方法です。
　子どもは園だけでも、家庭だけで
も育ちません。保育者と保護者が手
を取り合いながら、子どもの育ちを
支援していけると良いと思います。

◎本調査で明らかになった主な関連

「学びに向かう力」（※）

保護者自身の成長実感

子どもの意欲を尊重する

遊び込む経験

自由に遊べる
環境

園からの情報の参考度 子どもの思考を促す

協同的な活動

先生の
受容的な関わり

園と関わる機会

子どもの育ち

保護者の養育態度

子どもの経験

園の環境

園と保護者の接点

卒園前園生活

※「学びに向かう力」について　
本調査では、子どもの育ちとして「好奇心」「協調性」「自己統制」「自己主張」「がんばる力」を「学びに
向かう力」と設定して、園生活との関連を調べた。「学びに向かう力」は生涯にわたり、社会生活を営む
うえで基盤となる力である。また、「幼児期から小学 1 年生の家庭教育調査」（ベネッセ教育総合研究所）
において、小学校入学以降の学習や生活につながる幼児期の学びとして設定した 3 つの軸（「学びに向か
う力」「文字・数・思考」「生活習慣」）のひとつである。
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調査データを踏まえ、園ができる支援について考える

園と保護者が手を取り合い
子どもの「学びに向かう力」を支える

今回の調査から、園で“遊び込む経験”が多い方が、「学びに向かう力」が高いこと
が明らかになりました。この結果から、園ではどのような子育て支援が求められる
のでしょうか。今回の調査の監修者のひとりである共立女子大学家政学部児童学科
教授の白川佳子先生にうかがいました。

共立女子大学　家政学部児童学科教授

白川佳子
しらかわ・よしこ

専門分野は臨床発達心理学、教育心理学。「幼小連携」など
が現在の研究テーマ。主な共著書に『知能と人間の進歩』（新
曜社）、『保育の心理学Ⅰ』（中央法規）など。



ニッポンの幼児教育は、
どう変わるのか？
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「認定こども園教育・保育要領」
改訂の方向とポイント

白梅学園大学学長　汐見稔幸 /　白梅学園大学教授　無藤 隆 /　　
玉川大学大学院教育学研究科教授　大豆生田啓友　　
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子どものよりよい育ちをともに考える
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全国の園長先生に無料で年２回お届けしています

http://berd.benesse.jp/

園での経験と幼児の成長に関する調査データ

Webアンケートに
ご協力ください。
詳しくはP.1をご覧ください。

表紙／裏表紙　
福岡県　●　きらきら星幼稚園

『　　　　　　　』刊行に寄せて
ベネッセは、日本の幼児教育・保育環境の充実を目指し、幼児教育・保育を担うかた

に向けて、「保育の質」の向上に役立つ情報をお届けします。幅広い学問領域の研究

や調査データをもとに、先生がたの思いに寄り添いながら、よりよい子どもの育ちにつ

いてともに考えていきます。
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